
















































































































































































































































































































































































　　　　　　　・ FDI(Foreign Direct Investment)/EDP(Electric Data 
Prqcessing)ネットワークetc






















































































１ ．自動車のコンセプト AV［＊］ HV［＊］ EV［＊］ 「燃料電池車」／「ソーラカー」（研究開発中）等［＊］
燃　　　　費 低燃費化 低燃費化 低燃費化
駆 　 動 　 力 エンジン エンジン＋モーター モーター
エネルギー源 ガソリン ガソリン＋電気 電気
アーキテクチャ ［ー＊5］ インテグラル インテグラル モジュール
２．コ　ス　ト コストダウン（ダウンサイジング・軽量化） コストアップ コストアップ
３．快適性・安全性［＊］ － ○ ○
４．市　　　場
国　　内［＊7］ 〇 〇 ○
海　　　　外
　　　先 進 国 ◎ ◎





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































JAIF調 べ ）、 韓 国. ％（007年、ATOMICA調 べ ）
そして中国.5％（00年、ヤフー）となっている。
（注） 青木　昌彦「0日本の針路―世代間の合意と『開国』
を―」（日本経済新聞0年１月５日）を参照のこと。
なおこの場合の“社会システム”の中には、個々の機
器の性能だけではなく、システムを制御するノウハウ
なども含まれるであろう（日本経済新聞0年７月5
日参照）。
（注7） 「太平洋軸」主導の発展戦略は、日本の地方地域とくに
地方経済をいわゆる“空洞化”状態に追い込んできた
が（年から00年にかけての地域別GDP成長率［年
平均成長率］は、太平洋沿岸地域に属する東京圏が６％、
同じく名古屋圏が５％であったのに対して、関西圏は
－６％、地方圏［三大都市圏以外の地域からなる経済圏］
は－２％であったとされる［経済産業省「日本産業を
巡る現状と課題」＜平成年２月＞《URL》p.より］）、
こうした“空洞化”の背景には、“雁行形態的発展”が
新興国企業と日本の地域企業との競合を激化させその
結果地方地域の空洞化を本格化させる－というメカニ
ズムとして働いたということがある。
（注） 北東アジアにおける「起爆軸」と「伝播軸」との関係
については、北東アジアグランドデザイン研究会編
著『北東アジアのグランドデザイン』（日本経済評論社
00年刊）p.0～を参照のこと。
（注） なお日本の新「国家戦略」論に関しては、拙稿「『北東
アジア経済圏』のグランドデザインと新潟県の新拠点
性論―“バージョンⅠ”から“バージョンⅡ”へ―」（新
潟経営大学／地域活性化研究所『地域活性化ジャーナ
ル』第7号［0年３月刊］）［注７＜p.＞］及び［注
＜p.55～5＞］を参照されたい。
